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研究成果の概要（和文）：ピロリ菌のVacA産生について、ピロリ菌培養における種々の条件の検討によりこの毒素の産
生を促す因子および培養条件の検討を加えてきた。種々の濃度のウシ血清、サイクロデキストリンを液体培地に添加し
、ピロリ菌の生育およびVacA産生量の比較を検討した。その結果、血清濃度に比例してピロリ菌の増殖が増加し、５％
ウシ血清に０.１%サイクロデキストリンを添加した３７度、７２時間、５％二酸化炭素下の微好気培養条件において最
も菌の生育と毒素産生が促されていた。さらに、VacAの発現と分泌に機能すると考えられるピロリ菌体内因子の検索に
ついても抗VacA抗体を用いたアフィニティカラムを用いて検討を試ている。

研究成果の概要（英文）：To define the stimulatory factor of VacA toxin production from Helicobacter pylori
, we have examined the culture condition under controlling the concentration of some additions.
The liquid culture medium containing 5% bovine serum plus 0.1% cyclodextrin conferred highest bacterial gr
owth and toxin production at 37oC for 72 h-cultivation in ambient air containing 5% CO2. We have also asse
ssed whether bacterial cytosolic protein contributes gene expression and secretion of VacA focusing on int
eraction of mature and in mature toxin using anti-VacA antibody conjugated column chromatography.

研究分野：
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胃癌総患者数は数十万人にすぎず、その大半

は無症候性の胃炎を起こすのみである。

の小児で最も

（感染

るなど）であるとされていて、適切な除菌治

療を施さなければ生涯にわたって持続感染し

ている。

部の成人に認められる潰瘍、癌、リンパ腫の

発症とその後の臨床経過には本菌の病原因子

とそれに対する宿主側の免疫を始めとする生

体防御反応が重要であり、発症の病態生理の

理解に基づく適切な治療が必要である。

 最近の分子疫学的解析を通して、本菌の有

する複数の遺伝子と病原性との関連が指摘さ

れ、なかでも

されるエフェクター分子

連が強く示唆されて

本菌が分泌する毒素

障 害 と 細 胞 死 を 引 き 起 こ す こ と

(J.Biol.Chem.(2006) 281:11250)

VacA

VacA
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（J.Biol.Chem.(1999)274:36693, Nat. Genet. 

(2003) 33:375

2010）

係する

係する

して存在するにもかかわらず、

菌株はほぼすべて

VacA毒素の共存が本菌感染において菌側に何

らかの有利な状況

秩序な胃組織の崩壊に因る「菌の生息場所の

消失」を回避させるなど

考えられる。
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